ササ掻き起し地における植生回復初期過程に影響を与える要因 by 吉田 俊也 et al.
サ サ 掻 き 起 し 地 に お け る 植 生 回 復 初 期 過 程 に 影 響 を 与 え る 要 因
吉 田 俊 也 北 海 道 大 学 北 方 生 物 園 フ ィ ー ル ド 科 学 セ ン タ ー
伊 賀 曜 子 北 海 道 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科
小 津 恵 北 海 道 大 学 北 方 生 物 園 フ ィ ー ル ド 科 学 セ ン タ ー
野 口 麻 穂 子 北 海 道 大 学 大 学 院 地 球 環 境 科 学 研 究 院
柴 田 英 昭 北 海 道 大 学 北 方 生 物 圏 フ ィ ー ル ド 科 学 セ ン タ ー
北 海 道 の 多 雪 寒 冷 地 域 に お い て は 、 過 去 の 自 然 撹 乱 、 人 為 撹 乱 の 影 響 に よ っ
て 生 じ た サ サ 地 を 森 林 に 転 換 さ せ る た め に 、 重 機 を 用 い た 掻 き 起 し 施 業 が 広 く
行 わ れ て い る 。 今 後 、 掻 き 起 し 施 業 に よ っ て 、 よ り 多 様 な 樹 種 か ら 構 成 さ れ る
森 林 を 成 立 さ せ る た め に 、 施 業 が も た ら す 諸 環 境 要 因 の 変 化 と 植 生 発 達 と の 関
連 を 明 ら か に す る こ と が 重 要 で あ る 。 本 研 究 は 、 掻 き 起 し 地 に お け る 初 期 の 植
生 発 達 ( 高 木 実 生 の デ モ グ ラ フ ィ ー と 植 物 種 多 様 性 ) と 、 掻 き 起 し 強 度 ・ 土 壌 ・
光 ・ 生 物 的 環 境 と の 関 係 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。
高 木 種 に つ い て み る と 、 カ ン バ 類 が 最 も 優 占 し て お り ( 密 度 の 6 0 % ) 、 ト ド マ
ツ 、 イ タ ヤ カ エ デ 、 キ ハ ダ が そ れ に 次 い で い た CPigure 1) 。 重 回 帰 分 析 の 結 果 は 、
高 木 種 の デ モ グ ラ フ ィ ー に 対 し て 光 が 最 も 強 い 負 の 影 響 を 持 っ て い る こ と を 示
し て い た 。 一 方 、 先 駆 性 の 高 い 種 や 好 湿 性 の 種 に 対 し て は 土 壌 環 境 ( 窒 素 量 や
含 水 率 ) の 重 要 性 が 高 い こ と が 示 唆 さ れ た 。 全 体 的 に 、 極 端 な 環 境 条 件 は 、 高
木 種 よ り も 、 高 茎 草 本 、 禾 本 、 ツ ル 植 物 な ど の 優 占 に 寄 与 し て い た 。 樹 冠 下 の
条 件 は 、 豊 富 な 種 子 供 給 に 加 え て 、 被 陰 、 非 撹 乱 土 壌 の 保 全 が 合 わ さ っ た 効 果
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Figure 1. 
Table 1. Results of stepwise multiple regression 佃 al yses ，  explaining species diversity. 
Partial regression coefficients a n d  their statistical significance (p -values in the 
parentheses; 0.00 indicates <0.005) are s h o w n .  S C A R 1 ，  S O I L 2 ，  L I G H T  a n d  C A N O P  
represent scarification intensity，  soil p H  condition ，  light intensity a n d  presence o f  
c a n o p y ，  respectivel y. 
R
2  
S C A R 1  S O I L 2  
L I G H T  C A N O P  
Species diversity 加
the first year 
Speci田 richn回 S
0.272 (0.∞ ) ・ 0.202 (0.16) 0.203 (0.09) ・ 0.282 (0.09) 0.226 (0 .12) 
Shannon index H' 0.100 (0.02) 0.269 (0 .04) 
0.295 (0.02) 
Species diversity in 
the second y伺 r
Speci回 richness
0.343 (0 .∞ )  -0.3 2 6  (0.02) 0 .3 43 (0.01) 
Shannon index H' 
0.177 (0.∞ )  -0.261 (0.09) 0.240 (0.12) 
?
?
? ?
